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MCHCは、グループの企業活動によるサス

テナビリティへの貢献度合いを測る22の指標

それぞれに目標を設定し、年次での進捗評価を

行っています。また、MOSの実績を一目で確認

できるようにするため、単位が異なる各指標を

重要度に応じて重みづけをしたうえで、達成点

数というかたちで評価できるようにしています。

なお、達成点数は、APTSIS 15の最終年度であ
る2015年度にすべての指標で目標を達成する

と、合計点数が300点となるように設定してい

ます。2014年の実績は、前年度比で26点増加

の234点となり、目標に向けて確実に推移しま

した。MOS指標は、事業環境による影響を受け

三菱化学鹿島事業所では、2012年にILLA International, 

LLC.（ロシア）と技術導入に関する契約を交わし、2014年7

月、酸分解によるフェノール製造工程の技術改良を完了しました。機器設計および運転条件

の最適化によって高度な制御システムを構築できたことで高収率・高安定な生産プロセス

が実現し、原料の歩留まり改善ならびに運転トラブル回避が可能となりました。この技術改

良によるコスト削減効果として年間6.7億円を見込んでいます。また、使用する天然資源量

を削減できたことで、製品製造に伴うCO2発生量を年間1.8万トン削減できる見通しです。

2015年4月、三菱化学では化学物質管理のさらなる強化を

図るため「化学品管理室」を発足しました。同室は、レスポン

シブル・ケア活動の基盤となる製品管理責任(プロダクト・ス

チュワードシップ）の考え方を踏まえ、サプライチェーンを通

じたリスクベースの化学品管理と積極的な安全性情報の提

供に重点を置いた化学物質管理の徹底とレベル強化を図っ

ていきます。また、世界規模で拡大している各国の新規法令

の情報収集とグループへの情報発信、法令対応のための人

材育成にも力を注いでいます。

MCHCグループでは、多様多彩な人材がその力を発

揮し活躍することが組織の活性化につながるという

考えのもと、障がいのある方の雇用を積極的に進め

ています。そのなかでも、三菱レイヨンの豊橋事業所

では幅広い取り組みを行っており、これまで、各職場

での就業可能な業務を洗い出して職域の拡大を図り

つつ、地域の特別支援学校や就業支援センターなど

の外部関係機関と連携しながら、個人の特性を尊重

したマッチングや職場へのレクチャーを行ってきま

した。その結果、雇用者の活躍職場が広がり、職場で

も活気や一体感が生まれています。今後も、一人ひと

りの個性や能力を活かし、皆が働きがいをもって継

続的に就労できる職場づくりをめざします。

ることがありますが、2015年度も目標達成に向

けた活動を確実に展開していきます。

MOS指標の進捗 （サステナビリティへの貢献）
最新技術の導入によって
コスト削減とCO2削減を実現

S-1-1 地球環境負荷を05年度比30％削減する

S-2-3 原燃料88億円相当の省資源・省エネルギー効果を出す

化学品管理レベルを強化

三菱化学
鹿島事業所

従業員に関連する指標の目標を達成するC-2-2

より信頼される企業への努力

地域と連携し
障がい者の雇用・活躍を推進

三菱レイヨン
豊橋事業所

C-3

三菱化学

MCHCは2006年5月に人
権・労働・環境・腐敗防止に
おける10原則を示した「国
連グローバル・コンパクト」
への支持を表明し、その10
原則の規範に則った企業
活動を推進しています。

※4事業会社（三菱化学、田辺三菱製薬、三菱樹脂、三菱レイ
ヨン）の数値

MCHCグループ※ 障がい者雇用率

MOS指標
PLAN DO CHECK

2015年度目標 2014年度実績 自己評価 参照
ページ

必達 重大事故・重大コンプライアンス違反は発生ゼロにする 発生ゼロ ★★★ P51, P62

Sustainability
〔Green〕指標

S-1 地球環境負荷の
削減への貢献

S-1-1 地球環境負荷を05年度比30％削減する 36％削減 ★★★ P11, P53

S-1-2 製品を通じてCO2を350万トン削減する効果を出す 99.1万トン ★ P50

S-2
天然資源枯渇への
対応・省エネルギー
活動の実践

S-2-1 再生可能原料・材料の使用量を重油換算1万トンにする 403トン ★ P51

S-2-2 希少金属の使用を1,200トン（累積）抑制する効果を出す 829トン抑制 ★★★ —

S-2-3 原燃料88億円相当の省資源・省エネルギー効果を出す 122.9億円 ★★★ P11, P53

S-2-4 製品を通じて9億トンの利用可能な水を提供する 4.1億トン ★ —

S-3
調達を通じた
社会・環境課題
解決への貢献

S-3-1 購入原料品目の有害物質含有調査の実施率を80％以上にする 81% ★★★ —

S-3-2 CSR調達率を原料・包材の90％以上にする 95% ★★★ —

Health
指標

H-1 疾病治療への貢献 H-1 治療難易度×投与患者数を50％増加 （09年度比）させる 18％増加 ★ P11, P44

H-2 QOL（生活の質） 
向上への貢献 H-2 QOL改善への寄与度を70％増加（09年度比）させる 79％増加 ★★★ P44

H-3 疾患予防・
早期発見への貢献

H-3-1 ワクチンの投与係数を17％増加（09年度比）させる 115％増加 ★★★ —

H-3-2 臨床検査受託患者数・健診受診者数を26%増加（09年度比）させる 19％増加 ★★★ P11, P45

Comfort
指標

C-1
より快適な生活の
ための製品の
開発・生産

C-1-1 コンフォート商品の売上を4,000億円増加（10年度比）させる 1,649億円
(10年度比) ★ P38, P50

C-1-2 新商品化率を16％から30％に増加させる 23% ★ P39

C-2 ステークホルダー
の満足度の向上

C-2-1 社外からの企業評価を向上させる 日経NICES 54位※1 ★★★ P64

C-2-2 従業員に関連する指標の目標を達成する 目標51.3％達成 ★ P11, P53

C-2-3 顧客満足度を80%以上に向上させる 75% ★★ P33

C-3 より信頼される
企業への努力

保安事故を削減する 57%削減
(ベース年度※2比) ★★★ P51

環境事故を削減する 0件 ★★★ —

商品クレームを削減する 60%削減
(ベース年度※2比) ★★★ —

休業度数率を削減する 0.32 ★ P11

GPSに沿った製品の安全確認を製品の70％終了させる 59%終了 ★★★ P53

※1 日経NICESはC-2-1指標が対象とする企業評価の一つです。
※2 ベース年度は2008、2009、2010年度のうち、最も発生の多かった年度を設定しています。

MOS指標進捗一覧表
2015年度目標に対する2014年度実績の自己評価
★★★順調に推移　★★進捗にやや遅れがあり、さらなる積極的な取り組みが必要　★進捗に遅れがあり、取り組みの見直しが必要
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